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【背景】二つの異なる太陽電池を組み合わせたタンデム型太陽電池は、短波長領域と長波長領

域の光を効率よく電気に変換することにより、単体の太陽電池よりも高い変換効率が期待される。

しかし、ペロブスカイト・シリコンタンデム型太陽電池に用いるシリコン太陽電池の表面は、光

反射防止のための設計指針が不明である。そこで、本研究では、シリコン基板の表面に反射率を

低減するテクスチャを形成し、表面の反射率が太陽電池の性能に及ぼす影響を検討する。 

【実験】シリコン太陽電池表面にピラミッド構造のテクスチャを KOH エッチングにより形成し

た。ペロブスカイト太陽電池の構造は、光照射側から＜FTO/TiO2/CH3NH3PbI3/Spiro-OMeTAD/Au/ 

ITO＞。シリコン太陽電池は、＜ITO/n-type silicon/p-type silicon/Al＞とした。別々に作製したペロ

ブスカイト太陽電池とシリコン太陽電池を、物理的に接合することで 2 端子タンデム太陽電池と

した。 

【結果と考察】シリコン基板の表面にテクスチャを形成し、表面が平坦な場合と比較した。そ

の結果、テクスチャによりシリコン基板への光の吸収量の増加に成功した。さらに、このシリコ

ン基板を用いたシリコン太陽電池をタンデム太陽電池に適用することで、長波長領域の量子効率

が改善し、電流値が 13.6 mA cm-2 から 14.8 mA cm-2 へと向上した。結論として、シリコン基板の

反射率の低減により、変換効率が向上することを見出した。 
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Figure 2. I-V curves of 2-terminal perovskite/silicon 

tandem solar cell with/without texture. 

 

 

Figure 1. Structure of 2-terminal perovskite/silicon 

tandem solar cell with texture. 
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